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４月１０日（月）、５名の教職員の着任式
に続いて、令和５年度始業式を行いました。
新２年生、新３年生の二学年だけでしたが、年

度も改まり、やる気が感じられる生徒の姿が印象
的でした。

新年度スタート

当たり前のこと 当たり前に

始業式から…

先輩としての姿を示して
始業式では、入学する新入生のよき先輩とし

て立派な態度で迎えてほしいと話をしました。そ
して、立派な態度につながることとして、「当た
り前のことを馬鹿にしないでしっかりやろう」と
伝えました。これまで二中が大切にしてきた「二
中プライド」を意識し、これまで同様「凡事徹
底」をしっかりやってほしいと伝えました。当た
り前のことを当たり前にできることの大切さを後
輩へ、後ろ姿として示してほしいです。

２４名の新入生

入学式挙行
４月１１日（火）、

今年度の入学式を行
いました。今年度の
新入生は３校から２
４名が集まりました。
二中校区の小学校
は、連携が進んでい
ますので、きっと安心してスタートが切れるので
はないかと思っています。入学式では、ワールド
ベースボールクラシックで活躍した大谷選手が高
校生時代に努力した話から、目標を持ち、自分で
考え、そして友達と協力してやり抜く力をつけて
ほしいということを伝えました。
これまでコロナ禍であったため、校歌を歌う機

会がめっきり減り、始業式での歌声は小さかった
のですが、入学式では大きな声で歌い、新入生を
迎えることができました。上級生として立派な態
度を示せたと思います。
すばらしい可能性を持っている生徒たちだと感

心しました。

今年度は担任の制度を変え、複数担任制とし
ました。担任を一人に固定せず、より多くの教員
の目が行き届くようにします。朝終礼や道徳、特
別活動についても、より多くの教員が関わり、教
職員が多面的な視点で生徒と関わり、生徒の変化
に気づく機会を増やしていきたいと考えています。
また、多くの教職員との活動や対話を通じて、生
徒の多様な能力の伸長を図り、健やかな成長につ
なげていきたいと考えています。

たくさんの目で見守ります

今年度は複数担任制

転入教職員紹介
よろしくおねがいします

このたび校長として赴任しまし
た。毎日学校や地域の温かさを感

じています。精一杯頑張ります。

■三保 貴資（みほ たかし）

生徒のみなさんの立派な挨拶や生活態度、温
かい雰囲気、そして地域の皆様の多大なるご支援
に触れ、ここで働くことを心からうれしく感じて
います。
本年度は５人の教職員が転入しました。どうぞ

よろしくお願いします。

■越智 昌二（おち まさじ）

■須山 準（すやま ひとし）

■小川 紘平（おがわ こうへい）

■千日 隆秋（せんにち たかあき）

この度一中から赴任しました。
毎日気持ちよく過ごせています。
どうぞよろしくお願いします。

母校に帰ってまいりました。懐
かしい校舎で精一杯頑張ります。
よろしくお願いします。

大学院を修了したての小川です。
若さを武器に一生懸命頑張りたい
と思います。

支援員として大好きな二中に帰
ってきました。どうぞよろしくお
願いします。



令和５年度安来市立第二中学校学校経営方針

学校教育目標

広い視野に立ち 安来の未来を切り拓く
心豊かな生徒の育成

《めざす生徒像》
意：困難な課題にあきらめずに粘り強く取り組む生徒
知：自ら課題を見つけ他者と協働して考え確かな知識・技

能をもとに判断し表現する生徒
徳：自他を大切にし思いを行動で表すことができる生徒
体：健康に関心をもち主体的に心身を鍛える生徒

安来市教育大綱
ふるさとを愛し
未来をたくましく
きり拓き
社会に貢献する心
豊かな人づくり

・確かな学力
・豊かな心
・健康な心身
・ふるさと教育
・教育環境の充実

しまね教育
魅力化ビジョン

ふるさと島根を
学びの原点に
未来にはばたく
心豊かな人づくり

・学力を育む
・社会力を育む
・人間力を育む

学校経営の基本方針
「生きる力」を育むことを学校経営の基盤とし、安来の未来と自らの生き方を関連づけた学習をカリ

キュラムの軸とすることで、家庭、地域と協働し自立して令和の時代を生き抜いていく生徒を育てる。

令和５年度安来市立第二中学校学校経営の重点
「令和の日本型学校教育」協働的な学びと個別最適な学びの構築

～自分で考える力と他者と協力してやり抜く力を育てる～

重点方針１「自分で考える力」と「やり抜く力」を育む教育の推進
１ 学力の向上 学び（わかる できる 伸びる）を実感することができる日々の授業改善

２ 生徒指導の充実 自己有用感・自己肯定感を高め、自己指導能力を育成
【見逃さない・見捨てない・見て見ぬふりをしない（見過ごさない）】

３ 心身ともに健康な生徒の育成

４ 人権教育・特別支援教育の充実

重点方針２地域とともにある学校づくり
１ 学校運営協議会の設置に向けて

２ 働き方改革の推進 ～教職員が安心して働ける環境づくり～

３ チーム二中で、互いにフォローし主体的に業務改善

４ 服務の基本 ～保護者・地域からの信頼を得る～

令和５年度生徒スローガン

「二中プライド」
・当たり前のことを当たり前に
・他者貢献
・三方よしの精神


